
第１．なぜ高齢者の生きがい就労に 
 取り組んだのか？柏プロジェクト（プラン２） 

 
 
 
          
 
 

Ｉ 
ＯＧ 東京大学 高齢社会総合研究機構    木 村 清 一                               

 長寿社会が到来しているいまこそ、高齢者
たちが、地域における新たなまちづくりに関
わるとき、地域が変わり、社会が変わり、世
界が変わることに繋がっていきます。 
 そのわけは、現代の高齢者のもつ知識と技
術、豊かな経験と確かな判断力は、地域社会
のなかでこそ、活きると考えたからです。 
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＜その当時の平均寿命＞ 
1955年 男性６３．６歳 女性６７．８歳 

 

＜現在の平均寿命＞ 

2010年 男性７９．４歳 女性８６．４歳 

 

増加数 男性１５．８歳 女性１８．６歳 

 

増加率    １．２５倍    １. ２８倍 

６５歳×1.27倍＝ 

８２．３歳 

理由その①  
65歳以上は高齢者なのか？ 
 
1956年に国連の年次報告書に初めて記載された 

２ 



理由その②．認知能力の年齢による 
     変化を見る 
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出所：Cornelius  and  Caspi (1987,p150)より 

能力得点 

年齢 
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資料：鈴木隆雄他「日本人高齢者における身体機能の縦断的・横断的変化に関する研究」（第53巻第４号「厚生の指標」2006年４月,ｐ1-10）より引用 
４ 

 理由その③． しかも、高齢者は 
              若返っている！ 

高齢者の通常歩行速度を比べてみると、 
男女ともに11歳若返っている！（ex.今の75歳は昔の64歳！） 



5 

外出することは、健康予防、認知症予防にも効果あり！ 

１週間１回 １週間１回 

理由その④． 外出機会と 
          健康との関係は深い  



６ 
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60歳ぐらいまで 65歳ぐらいまで 70歳ぐらいまで 75歳ぐらいまで 76歳以上 働けるうちはいつまでも

資料：平成20年高齢者の地域社会への参加に関する意識調査（内閣府） 

＜高齢者の就労に対する意識調査から＞ 
  調査項目           内閣府  柏65歳以上 柏55～64歳 
65歳までに働くことをやめる    ２９％               ３９％ 
70歳までは働きたい         ２３％  １３％          ３０％ 
75歳までは働きたい          １０％  ２９％          ３％ 
働けるうちはいつまでも働く   ３７％  ４１％       １５％ 

平成22年12月調査：65歳以上一般高齢者787人（男性458人 女性413人が回答） 55～64歳253人（男性123人 女性129人が回答） 

柏の高齢者は？…リタイア後も働きたい人が多い 

なんと

８３ 
％ 

理由その⑤．約7割の高齢者は 
      70歳まで働きたいと思っている 



団塊世代の多くは地域とのつながりが薄い 
自治会等の既存の場所・活動は敷居が高く感じている。 

自由を手にしたものの、
何をしようか・・・ 

活躍できる場がない、 
参加したいところがない 

地域の集まりは 
行きづらいなあ 

ＴＶばかり見てしまう。時
間を持て余すちゃうなあ 

リタイアしたがやることがない、行くところがない、 
会いたい人がいない 

理由その⑥．地域に戻ってきた団塊世代は？ 

自宅に引きこもってしまう可能性大！！ 
７ 

出典：「第４期柏市高齢者いきいきプラン21策定のための
アンケート」及びヒアリングより （柏市,2008） 

千葉都民？とまで言われたサラリーマンが多く住む“柏市” 



１ 新たなライフスタイルをつくる 
２ 人と人を結びつける役割を果たす 
３ ニュー・コミュニテイの創造 

４ セカンドライフを豊かにする活動 

５ 無理なく、楽しく、出来る範囲 

６ 自分の役割や立場ができる 

７ 地域や社会に貢献できる 
８ 

 第２．高齢者が生きがいをもって 
          活躍できるまちづくり 

「働く」＋「生きがい」＝生きがい就労 
「やりがい」＋「役立ち」＝役立ちがい 

柏市内の農業や子育て分野で就労するシニアのみなさん 



１． 生きがい就労を実現する事業 ５分野８事業 

     

柏
市
豊
四
季
台
地
域
高
齢
社
会
総
合
研
究
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休耕地を利用した 
都市型農業事業 

団地敷地内を利用した 
ミニ野菜工場事業 

生活支援・生活充実事業 

移動販売・配食サービス 

建替後リニューアル団地における 
屋上農園事業 

コミュニティ食堂 

保育・子育て支援事業 

   ＬＬＰ「柏農えん」 柏市農業者有志に 
       より結成された有限責任事業組合 

建替後のＵＲ団地内に設置を検討 

 【子育て支援】 学校法人くるみ学園 

 【学童＋塾】 杉浦環境プロジェクト㈱ 

  東京海上日動ベターライフサービス㈱ 

農 
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室
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福祉サービス事業    社会福祉法人 子羊会 
   （特別養護老人ホーム 柏こひつじ園） 

福祉 

  （公募）亀井工業株式会社に決定 
 平成29年度オープン予定 

９ 

柏プロジェクト・プラン２ 

平成25年5月から東京大学が実
証実験を豊四季台団地内で開始 



屋上農園/野菜工場 

２． セミナー修了から就労へ 
61～80歳の２３５名が就労しています 

↑就労セミナーで熱心に講義を受けるシニア 

↑幼稚園の見学会 

農家作業の体験学習 
↑ブルーベリー枝剪定 
←トマトの栽培管理 

子どもたちに絵本の読
み聞かせをするシニア 

↑iPadを使って介護施設の就労シフト表の作成 

コミュニティ食堂 平成28年度 
オープン予定 

平成2５年 
５月設置 

平成26年９月現在 

１０ 
（予定） 



（2010年度） 
○農政課＋福祉政策室＋東大での企画調整。農業委員会での検討他 

（2011年度） 

○担い手候補の若手農家グループと継続検討（家族農家の現状理解、営農支援
の検討） 
○若手農家７名（現在８名）によるＬＬＰ「柏農えん」を立ち上げ（2012/1） 

（2012年度） 

○ＬＬＰメンバー農家における高齢者の体験農業を継続実施。 
 同時に市内2カ所の休耕地を共同圃場として確保。ダイコン、キャベツなど栽培を
開始 
○販路拡大の取組みを継続 

（2013年度） 

○正規雇用者（シニア）についてメンバー農家の圃場及び 
 共同圃場における就農を継続 
○能力・スキルが未達のシニアについては「農業塾」での研修へ移行 
○地元での販路拡大を模索（地元企業への協力取り付け） 

１１ 

３．これまでの進捗（1）都市型農業事業 

【現在】 共同圃場での高齢者就農を継続＋研修用「農業塾」をスタート 

41名 
就労 

平成2７年7月 



１２ 

３.これまでの進捗(２)ミニ野菜工場事業 

（2010年度） 
○ミニ野菜工場に関する情報収集、事業化に向けた検討（千葉大との検討） 
○柏市内企業「三協フロンティア㈱」との協議を継続（⇒担い手として内諾） 

（2011年度） 

○東日本大震災の関係から 「三協フロンティア㈱」が担い手から辞退 
 ⇒担い手探し、構想を再検討 

（2012年度） 

○大和ハウス工業㈱から、 
 新製品「agri-cube」（２機）の寄贈を実現 
 ⇒団地内空きスペースに設置（2013/3） 
※2018年度以降は、団地建替後の新たな 
 場所に移設予定 

（2013年度） 

○就労シニア（５名）による栽培を試行開始 
  ※2013/5/31「お披露目会」を実施 

【現在】 植物栽培ユニット（２機）の設置。栽培を試行スタート ５名 
就労 

平成2７年7月 



１３ 

３.これまでの進捗(３)屋上農園＆コミュニティ食堂 

（2010-11年度） 
○建替え後の商業区のイメージ・コンセプト・機能について内部検討を継続 
○複数の事業者へのヒアリングを実施 
（2012年度） 
○地域住民の健康に貢献、多世代交流できる場としての構想を詰める 
 ⇒構想の中に「地域のレストラン」となる 
  コミュニティ食堂他を組み込み 
○地元の既存事業者、住民への 
 ヒアリングを継続実施 
○公募要領の検討、作成 
（2013年度） 
○公募を実施 
 2014年3月事業者決定 
（2014年度） 
○事業内容確定 
（2015年度） 
○2018年3月オープン予定 
 

【現在】 団地内商業区の建替え後の設置に向けて計画策定⇒事業者決定 

＜内部検討段階での構想・イメージ＞ 

働く 

シニア50名
就労予定 



１４ 

３.これまでの進捗 (４)保育・子育て支援事業 

（2010年度） 
○柏市内の子育て事情の情報収集 
○担い手となる事業者を公募⇒採択 

（2011年度～） 

○就労シニアは「まちの先生」として、主に以下 
   の業務を担当 
・早朝７時半からの園児受け入れ、保育補助 
・園児の午睡の準備と導入、見守り補助 
・夕方５時までの保育補助、降園時の親御さん 
 への引渡し 
・読み聞かせ、折り紙、お手玉、百人一首など 
 伝承あそびの実践 他 

【現在】 保育士の周辺業務部分で高齢者が活躍中 

＜「読み聞かせ」の模様＞ 

２２名 
就労 

平成2７年7月 



１５ 

３.これまでの進捗 (５)学童保育事業 

（2010年度） 
○学童事業に関する情報収集 
○事業の担い手探し⇒選定 
（2011年度） 
○事業者と事業構想に関する検討を継続 
○豊四季台地域内での新店舗開設に向けた 
 準備・調整 
○学童と塾の機能を兼ね備えた“次世代型 
 進学塾「ネクスファ柏」“を開設（2012/3/1） 
（2012年度～） 
○就労シニアはこれまでの経験・スキルを 
 活かす形で、「英対話」や「英語あそび」 
 のプログラムを担当 
・新たに「学校～塾～自宅」の送迎サービス 
 もシニアが担当 

【現在】 シニアとしての区別なく、「学童＋塾」経営を支える講師として活躍中 

＜英対話を教える（上）・英語あそび（下）をする高齢者＞ 

46名 
就労 

平成2７年7月 



１６ 

３．これまでの進捗 (６)生活支援事業 

（2010年度） 
○生活支援サービスに関する情報収集 
○柏市内の既存サービス（社協等）との棲み分け 
 を検討 
○事業の担い手探し⇒選定 
（2011年度～） 
○就労シニアは主に以下の業務を担当し活躍 
 ⇒居室の掃除・調理、通院介助、買物代行他 

【現在】 60代の元気シニアが老親高齢世代の生活を支援・活躍中 

【生活支援】 
掃除、洗濯、調理、散歩、服薬管理、傾聴サービス、 
安否確認・・・など 
 
【生活充実】 
緊急時の対応、入院中の身の回りのお世話、大掃除
のお手伝い、外出介助（趣味サークル、美容院、お墓
参りの付き添う等）・・・など 

＜事業概要＞ 

１4名 
就労 

平成25年7月 



１７ 

３.これまでの進捗 (７)福祉サービス事業 

（2011年度～） 
○初期計画にはなかった分野だが、豊四季台団地内に新設された高齢者介護施設 
 「柏こひつじ園」において、主に次の業務を就労シニアが担当 
 －食事補助や施設のバックヤード業務（洗濯、掃除他） 
 －施設が行う地域住民に向けたカフェの接客サービス 
 －施設周辺での園芸業務 
○2013年度からは新たな特養でも就労シニアの活躍がスタート 
 
 
 
 

【現在】 介護士がケアに専念できるように、施設の周辺業務を就労シニアが担当 

７６名 
就労 

平成2７年7月 



 ４.就労セミナー開催から就労実現へ 

やはり
ワークシェ
アリングが
ポイント

１．就労セミナー受講者の募集

・募集チラシのポスティング

・柏市広報への掲載依頼

・地域紙誌への掲載依頼

２．就労セミナーの実施＜講義内容＞

・セカンドライフの就労の進め

・高齢者就労の現状

・雇用者が高齢者に求めること

・セカンドライフの就労の新しいかたち

◇就労内容に関するアンケート

３．心身機能の検査

・集団検査（身体・認知）

・個別認知機能検査

・健康チェックセンター検査

７．就労
・高齢者と事業者との雇用契約
・ワークシェアリング ③ ジョブコーチ

６．事業者による研修
・ワークシェアリング ② ジョブコーチ
・業務内容の指導

５．事業者による面接
・業務の適性 ・就労内容の希望

４．事業別就労体験・見学会
・保育，子育て ・学童保育 ・介護施設
・農業 ・生活支援

・ワークシェアリング ① ジョブコーチ
１８ 



５.就労セミナー（4日間）のカリキュラム 
日  時 講義テーマ・講師 主な内容 

11月11日（金） 
10：00～12：00 

セカンドライフ就労のすすめ 
 東京大学ＩＯＧ教授  秋山弘子 

高齢社会に向けてセカン
ドライフで働く意義につい
て学びます。 

11月25日（金） 
10：00～12：00 

高齢者就労の現状 
 ①柏市シルバー人材センター 
 ②日本雇用創出機構 
 ③セカンドライフの社会福祉制度 

高齢者の職業斡旋や派
遣など、我国や身近な地
域における高齢者の実
態について学びます 

12月 9日（金） 
10：00～12：00 

雇用する側から高齢者に望むこと 
 ①福祉施設事業者の立場から 
 ②学習塾事業者の立場から 
 ③農業経営者の立場から 
 ④幼稚園・保育園の立場から 
 ⑤生活支援事業者の立場から 

生きがい就労の研究で
高齢者を雇用する予定
の事業者から、高齢者に
望むことや雇用する条件
などについて学びます。 

12月23日（金） 
10：00～12：00 

セカンドライフ就労の新しいかたち 
東京大学ＩＯＧ特任研究員 矢富直美 

高齢者のライフスタイル
や能力に合った就労の
在り方、就労研究の目指
すことを学びます。 

１９ 



６．特養ホームにおけるワークシェアリングの例 

No 氏名 グループ 月 火 水 木 金 土 日 

1 Ａ 朝食補助１ ◎ ◎       ◎ ○ 

3 Ｂ 朝食補助１ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎   

4 Ｃ 朝食補助１   ◎ ○ ◎ ○   ◎ 

5 Ｄ 朝食補助１ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ 

8 E 朝食補助１ ◎ ○ ◎   ◎ ◎ ◎ 

11 F 朝食補助１ ◎     ○ ○ ○   

12 X カフェ ○ ○ ○ ◎ ○     

13 Y カフェ ◎ ○ ◎ ○ ○     

14 Z カフェ ○ ◎   ○ ◎     

＜凡例＞  ◎…勤務日  ○…交代できる  無印…休暇 作図＝東京大学高齢社会研究機構：矢富直美2012.12.24 

２０ 



７．見えてきた課題⇒高齢者の多様な就労ニーズへの対応 

   
時給 500円 800円 1000円 1500円以上 
フルタイム 
週5日 
6時間～ 
パートタイム 
週3日～ 
4時間～ 
プチタイム 
週2日,3日 
2時間～4時
間 

経験や技能、知識を活
かしたゆるい働き方 

労務的な仕
事のゆるい
働き方 

お金重
視 

生きが
い 
重視 

単純労務的 専門的 

有償ボラン
ティアのゆ
るい働き方 

気
付
き
・
課
題 

 ボランティア 

プチタイム就労にはよりきめ細かなワークシェアリングが必要！これなら80歳まで働ける！？ 

 起業 ※様々なスタイルでの起業ニーズもあり（ＮＰＯ、ＳＯＨＯ、ナノ・コーポ等） 

○高齢者のセカンドライフにおける就労ニーズは極めて多様（＝気付き・再確認） 

 ⇒本人の就労ニーズ及び能力を見極めつつ、最適な活躍の場を提供し支援することが 
  求められる（＝課題） 

 －業務能力を判断するための評価（能力の上限を見極めるため） 
 －継続して就労するために必要な支援（ジョブコーディネーターの必要性） 
 －ニーズに見合う最適な就労の場・環境の確保（新規開拓） 等 

高
齢
者
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
就
労
ニ
ー
ズ 

セ
グ
メ
ン
ト
イ
メ
ー
ジ 
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 ワークシェアリングの取組みを紹介→ 

２２ 

８．柏市での高齢者就労が報道される 



日々の生活に関する変化（活動量） 

  ＜例えば、代表的な1例の結果＞ 
• 日記による記録において就労前には認められ

なかった「ゴルフや卓球などのスポーツ活
動」が、就労開始後に増加した。 

• 結果的に自宅からの外出頻度が著明に増加 
• 活動量記録からも，就労日だけでなく、それ以外

の日においても活動量が増加する傾向にあること
が確認できる 

２３ 

９．日常生活の活動量に変化が生まれている 



２４ 

１０．精神的健康度の変化がみられる 

生きがい就労は日々のスパイスとなると同時に孤独感を和らげる可能性がある 



 行政（市町村）が事務局となり，市民団体や事業者を構成とする事業分野別のWGを設置
して話し合いを進めることが必要。 → そのため、各WGと連動した就労セミナーを実施する。 

１１．セカンドライフの新しい働き方実施体制 

（１） 農業ＷＧ 
若手農業者を中心にＷＧを構成し，高齢
者活用と農産物の販路拡大を議論と実施 
農業事業者，千葉県農業改良普及所，千葉大，
東京大学，農業委員会，行政（農政部門），UR  

（２） 高齢福祉ＷＧ 
 団地内の特養施設とＷＧを構成し，介護事
業での高齢者の活用について議論と実施。 
介護事業者，老人福祉施設協議会，東京大学，
行政（高齢者支援関連部門），UR 

（４） 保育・子育てWG 
  子育て支援サービスの検討と事業者の
公募、選定に関わる議論と実施。 
幼稚園，保育園，小学校、地区青少協，教育委員
会，行政（児童福祉関係部門），UR 

（３） 生活支援ＷＧ 
  生活支援サービスの開発と提供体制
の試行実施と検証。 
訪問介護事業者、社会福祉協議会，非営利団
体連絡協議会，行政（福祉部門），UR 

（５） コミュニティ食堂・ミニ野菜工場WG UR都市機構，東京大学，行政で事業者公募の検討。  
 
 
 
 
 
 

２５ 

柏市役所が事務局を担う 



１２．いま望まれるセカンドライフの支援システム 

大企業 

（地域＝身近な日常生活圏域） 

中小企業 ＮＰＯ 起業 

農業 介護 育児・保育 生活支援 

65歳で定年となったら、培ってきた経験・能力を活かせる形で、地域で活躍する、 
貢献することが当たり前の社会を構築すべき。そのための体制整備が必要である 

セカンドライフ支援組織（仮称） 
 （≒セカンドライフファクトリー 
 シルバー人材センター・民間企業他？） 

 リタイアした後は地域に戻って
貢献することを前提とした社会
風土・システムの醸成 

いずれは誰もが地域（自宅） 

を中心とした生活となる 

右記組織に登録 

円滑な移行 

キャリア継続、転換 

ボランティア 

・・・ 

新設 

  ＜支援組織の機能＞ 
①地域課題の把握 
②地域資源の把握 
 －リタイア高齢者の積極的 
     な把握 
④高齢者の就労能力評価 
    方法の開発と保有 
⑤高齢者活用・活躍モデルの 
    開発と保有 
⑥地域の事業者に対する啓発 
   活動と雇用の場拡大を推進 
⑦地域住民に対する啓発活 
    動とマッチングの推進 他 

○高齢者の「セカンド 
 ライフ就労」（生きが 
 い就労を含）をナビ 
 ゲート 
－高齢者にとっての 
 多様な選択肢を提 
 供する 
 
○地域の課題解決に 
 民間等を積極的に活 
 用する 

２６ 
 



農業塾 

２７ 

 １３．就労セミナー修了者による社団設立 

５５７名のうち、３５０名が社団法人を設立して参加。 
様々な活動をはじめ、毎月新規加入者が増えている 

平成25年4月1日設立 

①グループ活動 
②プロジェクト設置 
③研修・セミナー事業 
④委託受託事業 

植木屋さ
ん元気塾 

保育補助員 
養成講座 

生活支援家事 
援助講座 

＜名称＞セカンドライフファクトリー（ S・L・ F ） 

定期的な
学習会 趣味講座 俱楽部活動 

柏市シルバー人材センター 

・ジョブ・コーディネーターの配置 
・優良職業紹介事業 
・請負事業の受託 

・セカンドライフ応援窓口との連携 

連
携
・協
力 
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１４．セカンドライフ・プラットフォームの設置 

２８ 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層 

 
コアメンバーによる運営協議会 

柏商工 
会議所 

柏市教育 
委員会 
（生涯学習・ 
スポーツ） 

柏市福祉 
活動推進課 
（介護予防） 

セカンドライフ相談窓口 
（セカンドライフプラットホーム） 

情報の集約 
有機的連携の仕組みを構築 

社会参加の効果検証 
セミナー等の企画・実施 

サポーターによる 

プランニング＆マッチング 

多様な選択肢を発信 

就業 

ボランティア 

地域組織 

交流 

学習 

栄養・運動 

ＮＰＯ 

起業 

シルバー人材
センター 

ＩＯＧ 
東京大学 

気軽にアクセス 

公募団体・市民 

センター：市役所か柏駅周辺
ブランチ：近隣Ｃ 等 

関係企業・団体 

ホームページの作成・運営 

啓発紙の作成・配布 リタイヤ層 

（主婦層） 

（現役５０歳
以上） 

柏市商工 
振興課 
（雇用，産業） 

柏市協働 
推進課 
（ＮＰＯ，大学） 

社会福祉 
協議会 
（ボランティア， 
  交流） 

柏市地域 
支援課 
（近隣センター） 

柏市福祉 
政策課 
（３者研究会） 

サポーターの育成・配置 

市がH２６・２７の２ヵ年，セカンドライフファクト
リーに委託※サポーターは有償ボランティアを
想定（参考；かしわインフォメーションセンター） 
 
 

作図：柏市 



 １５．市庁舎内に窓口を設置 
 ６人のコーディネーターが情報提供 

２９ 



１６．生涯現役促進地域連携事業「柏」モデル 

30 ※http://sc.cyber.t.u-tokyo.ac.jp/gaiyo.html 

【マッチング】 先端技術「知」の活用 

“７年間（Ｈ21-27）の実績⇒ノウハウの蓄積” 

【生きがい就労事業】 

高齢者クラウド研究 

【セカンドライフＰＦ事業】 

《運営》 理想的な協議会のモデルを確立 【出口】 高齢者が活躍できる場を徹底開拓 

生涯現役社会／一億総活躍社会 
「高齢者」が「地域」を支える社会を実現！ 

個人のセカンドライフ空洞化問題と 
地域の高齢化課題を同時に解決！ 

（個人にとって） （地域にとって） 
健康・予防 

生きがい 

新たな収入 

居場所・つながり 

「地域力」の向上 

地域経済活性化 

医療福祉コスト縮減 

包摂・孤立防止 

【入口】 理想のプログラムを確立 

■一般的に異なる関係機関が協働することは簡単
ではないのが現実である。柏市では、これまでの連携
体制を基盤に、協議会を構成する各組織がこれま
で以上に綿密な連携をはかりながら、真の有機的
協働体制を確立する。 
■高齢者と事業者の間に立つ協議会（中間支援
組織）の理想的なあり方（役割分担、情報共有
ルール等）のモデルを確立する 

■高齢者が求める仕事（活躍の場）があまり
にも少ないのが現実である。この背景には、事業
者側の高齢者就労に対する偏見、高齢者の活
用方法がわからない情報不足、また事業者側
の開拓努力不足がある。 
■柏市では、これまでの開拓経験を踏まえなが
ら、重点分野をはじめ、あらゆる領域での高齢
者の活躍機会の開拓をはかる。 
■各事業のおける業務分析を通じた仕事の切
り出し、新たな仕事の開発を行う。高齢者と事
業者にとってWin-Winとなる仕事の開発を徹
底的に行っていく。 

■高齢者への動機付け、また新たな職能開発
に向けて、これまでのプログラムをさらに改良し、
実効性かつ汎用性高い研修モデルを確立する 

《最終GOAL～“柏から全国へ”》 

■高齢者の能力・特性に応じて適材適所に
導くこと、また高齢者が働きやすい就業環境を
整備していくことは社会技術開発の視点から
懸案課題となっている。 
■柏市では、東京大学が進める上記課題解
決に資する先端技術「知」を積極的に活用し、
精度の高いマッチング及び理想的な高齢者へ
の就業環境を提供する。 



１７．高齢者のニーズに合った就業支援事業 
○協議会の事務局（事業統括員、事業推進者、支援員）が主体となり、会員と連携し事業を実施 
○毎月１回、定例的に「運営委員会」を開催し、事業の進行管理を実施 

（平成29年度～） 

○職能講座 
 (農業、生活支援） 
○勉強会支援 
 (ＨＰ作成技術） 

就
労
・
就
業 

起
業 

 
 
 
 
○電話がけ 
   ↓ 
○事業所訪問 
〇業務分析 
〇提案 
〇仕事の切り出し 

協議会会員との連携 

東京大学 
開発システムの活用 
○マッチングシステム 
○能力評価ツール 

協議会会員との連携 

就労学習支援 

起業支援 
○開拓した分野別に開催 
 

就労セミナー 

仕事開拓  
 
○一般相談支援業務 
 
 
○セミナー参加者を中心に、面 
  接・棚卸 
○適性のある事業所の紹介 
○マッチング作業  

相談窓口(事務局) 

マッチング 
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○既存ホームページ運用 
  求人情報掲載 
  就労セミナー情報など掲載 
○新たなホームページの開発 
 （外部委託） 

ホームページ 

ハローワーク 



１８．高齢者ニーズによる新規及び重点就業分野の開拓 
「生きがい就労事業」と「セカンドライフプラットフォーム事業」の経験から次の５分野を設定 

重点分野 設定理由 雇用動向 課題（人材育成・確保） 対策方針 

農業 ○担い手不足 
○天候などに応じたフレキシブル
な対応が必要（現役世代は
困難） 

求人数13 
求職者数17 
内60歳以上５ 
求人倍率0.76 

○農業者と高年齢者の目的ギャップ 
○高年齢者の適正・技術が不可欠 

○就労セミナー 
 意識改革。適応支援 
○起業支援 
○雇用形態検討 

子育て ○人材不足 
○専門職が忙しい時間帯（早
朝、延長保育など）を高年齢
者がカバー 

求人数214 
求職者数105 
内60歳以上29 
求人倍率2.04 

○事業者の経営方針と高年齢者の
子育て方針のギャップ 
○年齢の若い保育士との協調 

○就労セミナー 
 意識改革、適応支援 

介護 ○人材不足 
○専門職が忙しい時間帯（朝
昼夕食）や裏方仕事（洗濯
など）を高年齢者がカバー 

求人数380 
求職者数130 
内60歳以上6 
求人倍率2.92 

○介護の仕事のイメージ向上 
○事業者の経営方針と高年齢者の
介護・作業方針のギャップ 
○対人関係能力の必要性 

○就労セミナー 
 意識改革、適応支援 
 

生活支援 ○生活支援ニーズの増大が予
測されているが体制が不十分 
○元気な高年齢者が支える側
になることが必要 

求人数56 
求職者数32 
内60歳以上1 
求人倍率1.75 

○生活支援サービスのイメージ向上 
○介護サービスの知識、対人関係
能力の必要性 

○就労セミナー 
 意識改革、適応支援 
○起業支援 
 

中小零細
企業の専
門的支援 

○専門知識・技術支援により
事業の拡充が期待できる － 

○中小零細企業の専門的支援ニー
ズが顕在化していない 
○中高年齢者自身の知識・技術が
顕在化していない 

○就労セミナー 
 意識改革、適応支援 
○起業支援 

 本事業では、重点分野に注力しつつも、同時に広く高年齢者の就業機会拡大の可能性を
追求し、一人ひとりの高年齢者の経験・スキル、就業ニーズをきめ細かく汲み取りながら、それ
を活かせる道筋を拡げていく 
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 １９．高齢者が障害者団体で就労する 
青葉会 

   大手広告 
   会社退職  
   [管理職] 

   大手マス 
   コミ退職  
   [管理職] 

   大手建設 
   会社退職  
   [管理職] 

   精神保健 
   福祉士  

    [専門職]    

   市役所 
   職員退職  
   [運転手] 

   シルバー人材 
    センター 

   [ジョブ・コーディ 
ネーター] 

・就労セミナー 
  修了者 
・セカンドライフ 
  応援窓口 

＜顕在化したニーズ＞ 
・人事、総務、マーケテ 
 ィングの経験者（プロ 
 フェッショナルとしての 
 豊富な経験があるもの） 
・社会福祉士、精神保健 
 福祉士、心理士、大型 
 免許保持者など 
・調理、工作などが得意 
 な人材（条件なし） 
＜採用条件＞ 
・人が好きである 
・チームワークができる 

５名を 
面接して 
採用する 

社福法人
青葉会の関
係者から 

紹
介 

知人 

シニア 紹介者 雇用者 

３３ 

73歳 

66歳 

67歳 

66歳 

63歳 



毎月1回           定例会議を開催 

７月第４回ソーシャル・ビジネス研究会 

８月第５回ソーシャル・ビジネス研究会 

９月第６回ソーシャル・ビジネス研究会 

４月第１回ソーシャル・ビジネス研究会 

５月第２回ソーシャル・ビジネス研究会 

６月第３回ソーシャル・ビジネス研究会 

 ２０．そして「ソーシャルビジネス研究会」と 
      「就労企画室」を立ち上げて取り組む 

・障害者施設の理念に対する理解と共感が生まれる 

・障害者施設の職場体験・見学会を経て感想や意見交換 

・３名でチームを組み意見交換（就労企画室の新設置） 

・定年前の経験や技術を現場で生かす取り組み 

・柏市における高齢者就労の現状について学習 

・理事長、施設長、メンバーによる今後の活動の検討 

研究会メンバー 
        １２名 
 
・就労シニア３名 
・理事長 
・副理事長２名 
・理事施設長２名 
・ジョブコーディ 
 ネーター２名 
・東京大学 
・法人事務局 

３４ 



２．福祉的就労型支援業務を行う 
 

① 地域に密着したイベント、祭
り、などに出店し商品を販売 

② 地域の介護老人施設の除草、
掃除などの仕事を新規受託 

③ 新製品の開発で多方面の事業
所を見学し、青葉会に合った
物を制作 

④ 新規事業の立ち上げを検討 

２１．就労企画室の役割と今後の取組み 

３．今後の業務展開 
 

① 営業のスタンスを短期、中期、長期に分け展開する 
② 商品販拡については、今後は専門組織として販売チームの分離 
③ 新製品開発、新規事業も含めて企画室の充実を図る 

２．企業就労型支援業務を行う 
 

① 企業訪問活動（採用、実習、
見学、販売) 

② 利用者のトレーニングに参加 

１．経営分析を進める 
 

① 青葉会の就労関係事業所 
② いわゆる福祉業界の経営 
③ 経営戦略の構築 

・企業を40社訪問し受注につなげる 
・商品販売は昨年実績を数か月で上廻る 
・地域イベントで共に商品販売 

３５ 

9月から
の実績 
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